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表紙は、２月12日（日）に行われた

戦国肥後国衆まつりの様子です。

メインイベントの国衆一揆の再現では、

多くの来場者が壮絶な戦いに見入って

いました。詳しくは、２・３ページを

ご覧ください。
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ご覧ください。

≪主な内容≫　

・第40回戦国肥後国衆まつり

・むし歯がなかった子どもたち

・地域おこし協力隊員の紹介
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・第40回戦国肥後国衆まつり

・むし歯がなかった子どもたち

・地域おこし協力隊員の紹介



南蛮毛物語＆戦国肥後国衆一揆の再現

神尾・あおば・春富保育園の園児による演舞

和水町青年団による肥後にわか

佐藤兄弟の肥後こま 子どもたちも珍しいこま回しに見入っていました

今年初めて甲冑体験を行いました 子ども修羅レース。笑顔で修羅を引きます

戦国肥後国衆まつり第40回

　
２
月
12
日
（
日
）
、
和
水
町
多

目
的
広
場
で
第
40
回
戦
国
肥
後
国

衆
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
前
日
ま
で
の
大
雪
と
は
打
っ
て

変
わ
っ
て
晴
天
に
恵
ま
れ
、
町
内

外
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
が
来
場
し

ま
し
た
。

　
ま
つ
り
は
、
３
つ
の
保
育
園

（
神
尾
保
育
園
・
あ
お
ば
保
育

園
・
春
富
保
育
園
）
の
子
ど
も
た

ち
の
元
気
な
ダ
ン
ス
や
体
操
で
ス

タ
ー
ト
。
和
水
町
上
和
仁
出
身
の

佐
藤
兄
弟
に
よ
る
「
肥
後
こ
ま
」

や
青
年
団
に
よ
る
「
肥
後
に
わ

か
」
、
商
工
会
青
年
部
主
催
の

「
戦
国
わ
ら
じ
飛
ば
し
大
会
」
、

佐
賀
忍
者
村
忍
者
シ
ョ
ー
ス
テ
ー

ジ
な
ど
、
参
加
型
の
ス
テ
ー
ジ
に

子
ど
も
た
ち
も
楽
し
ん
で
い
る
様

子
で
し
た
。
ま
た
、
特
別
ゲ
ス
ト

の
く
ま
モ
ン
が
登
場
す
る
と
、
会

場
全
体
が
さ
ら
に
大
き
な
盛
り
上

が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
「
武
者
行

列
と
国
衆
一
揆
の
再
現
」
で
は
、

甲
冑
に
身
を
固
め
た
戦
国
武
者
た

ち
が
堂
々
と
し
た
姿
で
入
場
す
る

と
、
会
場
は
緊
迫
し
た
空
気
に
包

ま
れ
、
豊
臣
軍
と
和
仁
軍
の
壮
絶

な
戦
い
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
40
回
記
念
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
実
施
さ
れ
た
甲
冑
試
着
体

験
で
は
、
普
段
身
に
着
け
る
こ
と

の
な
い
甲
冑
に
身
を
包
み
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
思
い
思
い
の

ポ
ー
ズ
で
写
真
を
撮
っ
た
り
、
刀

の
立
ち
回
り
を
演
じ
て
み
た
り
し

て
い
ま
し
た
。

　
ま
つ
り
の
最
後
は
お
楽
し
み
抽

選
会
と
紅
白
餅
投
げ
で
締
め
く
く

ら
れ
、
終
始
盛
り
上
が
り
を
見
せ

ま
し
た
。

上の写真に
COCOAR2を
かざしてください
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石
いし
原
はら
　彩
あや
乃
の

坂
さか
本
もと
　沙

さ
和
わ

上
うえ
田
だ
　遥
はる
香
か

古
ふる
澤
さわ
　太
たい
翔
と

（下津原西）（内田）

（萩原）

（用木）

石
いし
原
はら
　結

ゆ
衣
い

鈴
すず
木
き
　冬
とう
虎
ま

木
き
本
もと
あかり

本
もと
山
やま
　花

か
澄
すみ

（下津原東）（上久井原）

（日平）

（日平）

堀
ほり
本
もと
　凌

りょう
加
か

秋
あき
丸
まる
　さわ

入
いり
江
え
佑
ゆう
仁
じ
朗
ろう

中
なか
畑
はた
　陽
はる
翔
と

中
なか
山
やま
　寧

ね
音
ね

本
ほん
田
だ
　崇
そう
輔
すけ

山
やま
平
ひら
　心
ここ
羽
は

（本村）（皆行原）

（上平野）

（下津田）

（下大田黒）

（山十町）

（上平野）

池
いけ
上
がみ
　碧
あお
生
い

池
いけ
田
だ
　千

ち
紘
ひろ

皆
かい
本
もと
　優
ゆう
吏
り

中
なか
村
むら
　悠

ゆ
那
な

鍋
なべ
島
しま
　遥
はる
奈
な

本
ほん
田
だ
　春
はる
琉
る

吉
よし
田
だ
　宗
そう
介
すけ

（中十町）（江光寺）

（板楠東）

（上平野）

（板楠東）

（野田）

（上平野）

池
いけ
上
がみ
　皓
こう

村
むら
上
かみ
　絆

きずな

北
きた
原
はら
　麻

ま
結
ゆ

中
なか
山
やま
かれん

橋
はし
本
もと
　怜
れい
亜
あ

水
みず
嶋
しま
　結

ゆ
梨
り

吉
よし
永
なが
　聖

せ
和
な

（中十町）（鶯原）

（下平野）

（住吉）

（下津田）

（下岩）

（中和仁）

んばっているよ

平成28年度就学時歯科健診でむし歯がなかった子どもたちです★これからもぴっかぴかの歯でいてね★

池
いけ
田
だ
　結

ゆ
愛
あ

（立石）
石
いし
川
かわ
　翔

と
愛
あ

（前原）
石
いし
原
はら
　湊
そう
介
すけ

（大江田）
石
いし
原
はら
佳
か
維
い
斗
と

（立石）
池
いけ
松
まつ
　華

か
凛
りん

（萩原）

近
こん
藤
どう
　弘
ひろ
樹
き

坂
さか
本
もと
　大
たい
河
が

松
まつ
永
なが
　琉

る
生
い

（中路）

（白石）

（立石）

坂
さか
井
い
　蒼
あお
人
と

辻
つじ
本
もと
　愛
あい
琉
る

フッ化物塗付の様子 フッ化物洗口の様子

満
みつ
原
はら
　愛

あ
夢
む

（大江田） （立石）

（鶯原）
坂
さか
井
い
　優

ゆ
花
か

本
ほん
田
だ
　真

ま
菜
な

宮
みや
野
の
　愛

あ
一
いち

（米渡尾）

（中央団地）（藤田）

岩
いわ
政
まさ
　幸
ゆき
奈
な

小
お
山
やま
　龍

りゅう
櫻
ら

柿
かき
原
はら
　朱
あや
那
な

片
かた
山
やま
　雛
ひな
聖
た

田
た
川
がわ
　凜

り
乃
の

（中路）

（中路）

（立石） （藤田） （日平）

　就学前の子どものむし歯予防事業とし て、1歳～年少児はフッ化物塗
と
布
ふ
を年に

２回、年中・年長児は毎日フッ化物洗口 を各保育園で行っています。毎年、むし
歯のない子どもが増え、平成28年度の 就学時歯科健診では48人にむし歯があ
りませんでした。
　小学校に入学しても、むし歯にならな いように歯磨きを頑張りましょう。

虫歯予防にが
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快挙！ 玉名郡14年ぶりの３位入賞　～熊日郡市対抗男子駅伝～

冬のキャンプを体験　～WINTER RIVERS CAMP 2017～

地域の絆とまちづくり　～第11回生涯学習推進大会～

農業委員会が優良活動の表彰を受けました

　２月18日～19日、25日～26日、３月４日～５日、
11日～12日、菊水カヌー館江田川水辺キャンプ場で
「WINTER RIVERS CAMP 2017 なごみほっこり冬キャ
ンプ」を開催しました。
　これは、江田川水辺キャンプ場が、１年間を通して楽し
める場であり、また、キャンプを通して和水町の豊かな自
然を町内外の人々に満喫してもらおうと企画。４回のキャ
ンプでは、焚き火ラウンジが開かれ、参加者は焚き火で暖
をとりながら、冬キャンプを楽しみました。このほかに
も、線香花火づくりやスパイスカレーづくりなどが行わ
れ、ほっこりと心温まる冬キャンプになりました。

　２月12日（日）、第43回熊日郡市対抗男子駅伝が天草市
役所から熊本市のびぷれす熊日会館までの14区間106.5キ
ロのコースで19郡市の代表チームが出場して行われ、和水
町の選手が出場した玉名郡チームは３位に入り14年ぶりに
メダルを獲得しました。
　今大会には、和水町から中学生２人、高校生２人、一般
４人と14区間中８区間で出走。リザーブの選手を含めると
12人が玉名郡の代表に選ばれました。
　レースでは、最長区間となる３区で荒

あら

木
き

宏
こう

太
た

さん（上
岩）が区間２位の走りで３位まで順位を上げると、その後
は一時トップに躍り出るなど白熱したレースを見せまし
た。また10区の髙

たか

木
き

大
だい

輔
すけ

さん（馬場）が区間賞を獲得。そ
の後も、最後まで安定した走りで順位を守り３位でフィニッ
シュしました。
　表彰台は実に14年ぶりの快挙となり、玉名郡が４町に
なってから初めての入賞です。今回の結果を糧にさらなる飛
躍を期待しています。

 出場選手

３区　荒
あら

木
き

　宏
こう

太
た

（上岩）
５区　池

いけ

田
だ

　海
かい

翔
と

（萩原）
６区　福

ふく

原
はら

　雅
まさ

史
し

（和仁）
７区　嶋

しま

田
だ

　将
まさ

人
と

（久米野）
10区　髙

たか

木
き

　大
だい

輔
すけ

（馬場）
12区　池

いけ

田
だ

　達
たつ

哉
や

（立石）
13区　松

まつ

村
むら

　大
だい

輝
き
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しょう
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ご

（和仁）

冬キャンプを楽しむ参加者

フィニッシュする14区靏選手

玉名郡チームの関係者

　２月26日（日）、三加和公民館で第11回生涯学習推進大会を開催しました。
　親子で綴る人権標語優秀賞の表彰や「コスモス学級」ならびに「ふれあい大学」の閉講式、各種団体の活動
発表があり、さまざまな分野で活発に活動されている様子が発表されました。
　また、特別講演として「防災いのちのラジオ」メインパーソナリティの水

みず

野
の

直
なお

樹
き

さんをお招きして「復興熊
本！ピンチがチャンスになったまちづくり」と題して、自らの体験についてユーモアを交えながらお話しさ
れ、関わり合いを大切にしながら絆を深めていくことの大切さについて振り返ることができました。

　２月24日（金）、熊本市で開催された平成28年度熊
本県農業委員会活動強化推進大会で、和水町農業委員会が
「遊休農地解消部門」と「情報活動部門」の２部門で表彰
されました。
　この表彰は、他の模範となる活動を実践している農業委
員を顕彰することで、農業委員会活動を活性化させること
を目的としています。
　今回、和水町農業委員会は、積極的に耕作放棄地対策に
取り組んだことと、全国農業新聞の普及を推進したことで
表彰を受けました。
　特に、「遊休農地解消部門」では、平成28年中に約
69haの荒廃農地を非農地と判定し、荒廃農地を約14.０％
減少させたことが高く評価されました。
　農業委員会では、今後も農地の有効・適正な利用の推進
や耕作放棄地対策に積極的に取り組んでいきます。

 平成28年度　親子で綴る人権標語優秀作品
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 活動事例発表
○江光寺ふれあい交流会
　　　　　　　　　　　　　　　　江光寺区分館長　坂
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○地域雇用創造協議会の活動について
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水
みず

野
の

直
なお

樹
き

さんによる講演

表彰された和水町農業委員会
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快挙！ 玉名郡14年ぶりの３位入賞　～熊日郡市対抗男子駅伝～

冬のキャンプを体験　～WINTER RIVERS CAMP 2017～

地域の絆とまちづくり　～第11回生涯学習推進大会～

農業委員会が優良活動の表彰を受けました
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ンプ」を開催しました。
　これは、江田川水辺キャンプ場が、１年間を通して楽し
める場であり、また、キャンプを通して和水町の豊かな自
然を町内外の人々に満喫してもらおうと企画。４回のキャ
ンプでは、焚き火ラウンジが開かれ、参加者は焚き火で暖
をとりながら、冬キャンプを楽しみました。このほかに
も、線香花火づくりやスパイスカレーづくりなどが行わ
れ、ほっこりと心温まる冬キャンプになりました。

　２月12日（日）、第43回熊日郡市対抗男子駅伝が天草市
役所から熊本市のびぷれす熊日会館までの14区間106.5キ
ロのコースで19郡市の代表チームが出場して行われ、和水
町の選手が出場した玉名郡チームは３位に入り14年ぶりに
メダルを獲得しました。
　今大会には、和水町から中学生２人、高校生２人、一般
４人と14区間中８区間で出走。リザーブの選手を含めると
12人が玉名郡の代表に選ばれました。
　レースでは、最長区間となる３区で荒
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シュしました。
　表彰台は実に14年ぶりの快挙となり、玉名郡が４町に
なってから初めての入賞です。今回の結果を糧にさらなる飛
躍を期待しています。
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　２月26日（日）、三加和公民館で第11回生涯学習推進大会を開催しました。
　親子で綴る人権標語優秀賞の表彰や「コスモス学級」ならびに「ふれあい大学」の閉講式、各種団体の活動
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れ、関わり合いを大切にしながら絆を深めていくことの大切さについて振り返ることができました。
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本県農業委員会活動強化推進大会で、和水町農業委員会が
「遊休農地解消部門」と「情報活動部門」の２部門で表彰
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を目的としています。
　今回、和水町農業委員会は、積極的に耕作放棄地対策に
取り組んだことと、全国農業新聞の普及を推進したことで
表彰を受けました。
　特に、「遊休農地解消部門」では、平成28年中に約
69haの荒廃農地を非農地と判定し、荒廃農地を約14.０％
減少させたことが高く評価されました。
　農業委員会では、今後も農地の有効・適正な利用の推進
や耕作放棄地対策に積極的に取り組んでいきます。
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中央公民館まつりを開催しました

三加和公民館が全国優良公民館として受賞

　３月４日（土）、和水町への移住・定住を促進するイベ
ントを、東京都新宿区の「天塩スタジオ」で行いました。　
　このイベントは、和水町産の肉や野菜を使った料理を食
べてもらうことで、和水町を知ってもらい、移住・定住の
きっかけにしようと企画しました。
　当日は料理のほか、写真家ハービー・山口さんによる
トークショーや、和水町の移住・定住ショートフィルムの
上映会が行われました。
　40人程度の参加者のなかには、飲食店経営者やメディア
関係者、フードコーディネーターなど、さまざまな分野に
精通した人もいましたが、和水町を知らない人がほとんど
でした。しかし、イベントを通じ「ぜひ和水町を訪問した
い。」「野菜の仕入れなどを検討したい。」といった声が
聞かれ、和水町へ興味を抱いていただきました。

　３月５日（日）、中央公民館まつりを開催しました。
　この行事は、町内でダンス、コーラス、日本舞踊などの
活動や短歌、絵手紙、絵画、布ぞうり作りなどの創作活動
をしている団体が、ステージ発表や作品の展示を行うもの
で、今回で31回目を迎えました。
　ステージ発表と作品展示が行われ、来場者は熱心に見
入っていました。
　また、ステージ発表が終了した後は、お楽しみ抽選会が
行われ、大変盛り上がるまつりになりました。

和水産の肉や野菜を使った料理は大好評でした 

フラダンスの発表、南国の雰囲気に包まれました

　３月１日（水）、東京都内で第69回優良公民館の表彰式
が行われ、三加和公民館が表彰されました。全国で73の公
民館が表彰されたなか、三加和公民館は熊本県では唯一の
表彰団体でした。三加和公民館では、「コスモス学級」や
「ふれあい大学」などの公民館講座をとおして、町民に生
涯学習としての学びの場を提供し、心身ともに健全な育成
に貢献した点が評価されました。
　表彰式の最後には、主催者から「これからも、社会教
育・生涯学習をリードしていく立場として、より良い学習
の場の提供や生きがいづくりを支援していけるように頑
張ってください」と激励の言葉を頂きました。 優良公民館表彰を受ける德永公民館長

大好評！　移住・定住促進イベントを東京で行いました

まちの話題
TOWN TOPICS
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国保　　　必ず届け出をしましょう

国
保
に
加
入
す
る
と
き

国
保
を
脱
退
す
る
と
き

そ
の
他

●ほかの市区町村から転入してきたとき…………ほかの市区町村の転出証明書、印鑑

●職場の健康保険を脱退したとき…………………職場の健康保険を脱退した証明書、印鑑

●職場の健康保険の被扶養者でなくなったとき…被扶養者でない理由の証明書、印鑑

●子どもが生まれたとき……………………………保険証、母子健康手帳、印鑑

●生活保護を受けなくなったとき…………………保護廃止決定通知書、印鑑

●外国籍の人が加入するとき………………………外国人登録証明書

●ほかの市区町村に転出するとき…………………保険証、印鑑

●職場の健康保険に加入したとき　　　　　　　国保と職場の健康保険の両方の保険証、

●職場の健康保険の被扶養者になったとき　　　印鑑

●国保の被保険者が死亡したとき…………………保険証、印鑑

●生活保護を受けるようになったとき……………保険証、保護開始決定通知書、印鑑

●外国籍の人が脱退するとき………………………保険証、外国人登録証明書

●同じ町内で住所が変わったとき…………………

●世帯主や氏名が変わったとき……………………

●世帯が分かれた、または一緒になったとき……

●修学のため、別に住所を定めるとき……………保険証、在学証明書、印鑑

また、上記の後に、学生でなくなったとき……保険証、卒業証明書等、印鑑

●保険証をなくしたとき……………………………本人であることを証明するもの（免許証等）

　（あるいは汚れて使えなくなったとき）　　　（使えなくなった保険証）、印鑑

こんなとき 届け出に必要なもの

問い合わせ先　本庁　税務住民課　国保年金係　☎0968・86・5723
　　　　　　　総合支所　住民課　税務住民係　☎0968・34・3111（内線752）

※国保の（加入・脱退）届け出が遅れると、保険税をさかのぼって
　納める（遡及賦課）必要や、後で医療費を返還してもらう場合も
   ありますので、早めの届け出をお願いします。

税
務
住
民
課

健
康
福
祉
課
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　課

商
工
観
光
課

社
会
教
育
課

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

保険証、印鑑

14日
以内に

国保の加入・脱退は自動的に行われません。世帯主または代理人の届け出が必要です。
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・保険料は被保険者一人ひとりが納めます。
・保険料率は、２年ごとに見直され、熊本県内で均一です。

後期高齢者医療被保険者の皆さんへ

　所得が低い人や被用者保険（協会けんぽ、健保組合、共済組合など）加入者に扶養されていた人の
保険料は、継続して軽減されますが、軽減割合などが一部見直されます。

平成29年度は保険料の軽減内容が見直されます

保険料額
（年額）

均等割額
（被保険者１人当たり）

所得割額

※年額57万円が上限です。 47,900円
×

所得割率

9.26％
＝ ＋

＊均等割の軽減判定についての総所得金額などは、専従者控除や譲渡所得特別控除の適用前になります。
　また、年金所得については15万円を控除した額で判定します。

　対象となる人…資格を得た日の前日まで、被用者保険加入者に扶養されていた人

　世帯（被保険者と世帯主）の総所得金額などの合計額が

所得が低い人の軽減

被用者保険加入者に扶養されていた人の軽減　≪９割軽減→７割軽減へ見直し≫

◆保険料の均等割額  ≪５割・２割軽減対象者の拡大≫

◆保険料の所得割額（所得に応じて負担する保険料）の軽減  ≪５割軽減→２割軽減へ見直し≫
　被保険者の総所得金額などが

「基礎控除額（33万円）」を超えない世帯で、被保険者
全員の年金収入の控除額をそれぞれ80万円として計算し
たうえで所得が０円となる場合

「基礎控除額（33万円）」＋「27万円×世帯の
被保険者数」を超えない世帯（前年度は26.5万円）

「基礎控除額（33万円）」＋「49万円×世帯の
被保険者数」を超えない世帯（前年度は48万円）

「基礎控除額（33万円）」を超えない世帯　

「基礎控除（33万円）」＋58万円を超えない方の保険料所得割額

平成28年度…５割軽減 平成29年度…２割軽減

保険料の均等割額を２割軽減

保険料の均等割額を５割軽減

保険料の均等割額を8.5割軽減

保険料の均等割額を９割軽減

拡大

拡大

総所得
金額等

33万円
（基礎控除）－

≪見直されました≫

平成28年度…均等割額９割軽減
（所得割額はかかりません）

平成29年度…均等割額７割軽減
（所得割額はかかりません）

≪見直されました≫

平成29年度の保険料率は28年度と同じです

税
務
住
民
課

健
康
福
祉
課

建

　設

　課

商
工
観
光
課

社
会
教
育
課

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

問い合わせ先　本庁　税務住民課　国保年金係　☎0968・86・5723
　　　　　　　総合支所　住民課　税務住民係　☎0968・34・3111（内線752）
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　和水町では、後期高齢者医療被保険者の健康の保持増進事業の一環として、疾病の予防、早期発見
および早期治療などを目的に、人間ドック費用の一部助成を行っています。
　次のとおり、平成29年度人間ドック費用の助成希望者を募集します。

●対　象　者
①人間ドック受診時に後期高齢者医療の被保険者であること
②和水町内に住所を有し、後期高齢者医療保険料の滞納がないこと
③町が実施する集団、個別健診を受診していない、または、受診を予定していないこと
④受診する年度において、和水町国民健康保険人間ドック費用助成を受けていないこと
⑤検査に支障のない人
●募 集 人 員　20人（これまでに助成を受けたことがない人を優先します。それでも定員を超える
　　　　　　　　　　  場合は、抽選により決定します。）
●検査機関（次の６つの機関からお選びください）　

・和水町立病院健康管理センター　・玉名地域保健医療センター　・山鹿市民医療センター
・山鹿中央病院　・済生会熊本病院予防医療センター　・日赤熊本健康管理センター
●助成金額　上限30,000円（検査に要する費用の10分の７以内）
●受診期間　６月１日～12月31日
●申　込　先　本庁税務住民課国保年金係・総合支所住民課税務住民係
●持ってくる物　①被保険者証（保険証）、②認印
●申込期限　４月28日（金）

集合注射料金　3,070円（注射料2,570円・注射済票交付料500円）
（登録を済ませていない場合、別途登録手数料金3,000円が必要です）

◆動物病院で『狂犬病予防注射』を実施した場合は、『注射済証明書』『注射済票交付料』を持参のうえ、役場窓口で『注射済票』
の交付を受けてください。

◆日本では、生後３ヶ月を経過した犬は、『生涯１度の登録』と『毎年１回の狂犬病予防注射』が義務づけられています。（狂犬病
予防法）

◆新しく犬を飼った人は、必ず登録をしてください。また、犬が死亡した場合も必ず届出を行ってください。
◆狂犬病はウイルスによって起こり、人が発症すればほぼ100%死に至る病気です。
◆会場には、必ず犬を制御できる人がお連れください。また、会場でのフンの後始末は飼い主が責任を持って行ってください。
◆上記以外にも10月ごろに菊水・三加和地区の各１カ所で予防集合注射を実施予定です。

後期高齢者医療被保険者の皆さんへ

狂犬病予防集合注射を行います

平成29年度人間ドック費用の助成希望者を募集します

問い合わせ先　本庁　税務住民課　国保年金係　☎0968・86・5723
　　　　　　　総合支所　住民課　税務住民係　☎0968・34・3111（内線752）

問い合わせ先　本庁　税務住民課　生活環境係　☎0968・86・5723
　　　　　　　総合支所　住民課　税務住民係　☎0968・34・3111（内線752）
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登録・注射日程 受付時間 実施場所

４月15日（土）
＜三加和地区＞

午前 9時30分～10時30分 総合支所裏車庫前
午前11時～正午 中和仁　旧松尾商店前
午後 1時30分～2時30分 春富集会センター

４月16日（日）
＜三加和地区＞

午前 9時30分～10時30分 中十町　農業研修施設
午前11時～正午 大田黒　お肉のいしはら前
午後 1時30分～2時30分 津田　神崎歯科横

５月13日（土）
＜菊水地区＞

午前 9時30分～10時30分 内田公民館
午前11時～正午 前原公民館
午後 1時30分～3時 門公民館

５月14日（日）
＜菊水地区＞

午前 9時30分～10時30分 本村公民館
午前11時～正午 用木公民館
午後 1時30分～3時 本庁裏車庫前
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耐震改修設計 補助率2/3 （補助上限20万円）

耐震改修工事 補助率1/2 （補助上限60万円）

カクニンジャ

　戸建木造住宅の耐震化を図るため、耐震設計・耐震改修に係る費用の一部を補助します。

●補助対象要件
・戸建木造住宅で、昭和56年５月31日以前に着工したもの
・昭和56年６月１日以降に着工したもののうち、熊本地震により被災（一部損壊以上）し、罹災証             
   明書の交付を受けたもの

※耐震改修については、熊本地震に係る被災者生活再建支援金（加算支援金）の支給を受けていない
もの

●補助の対象となる事業および補助額

※耐震診断を実施した結果、「耐震性なし」と判断された場合に対象となります。
※耐震診断は、熊本県が実施する「耐震診断士派遣事業」をご活用ください。（直接申込み）
　【本人負担】　住宅の図面（筋交いなどの位置が分かるもの）をお持ちの場合　　 5,500円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 お持ちでない場合　19,000円

　平成26年4月に実施した消費税率引き上げに伴う、所得の少ない人への影響を緩和するため、「臨
時福祉給付金（経済対策分）」を支給します。

✿✿ 支給対象となる人の申請書は受付開始前に郵送いたします ✿✿

●給付金の対象となる人
　平成28年度臨時福祉給付金（３千円）の支給対象者
　　≪支給額：１人につき１万５千円≫
※平成28年度の住民税が非課税の人。ただし、住民税課税者の扶養家族になっている人や、生活保護

受給者などは除きます。

　公民館などでの受付を行う特別窓口を５月中旬ごろに開設します。詳しくは広報なごみ５月号へ掲
載します。

★受付期間　４月10日（月）～７月31日（月）（土・日・祝日を除く）

★受付時間　午前８時30分～午後５時15分

★受付場所　本庁 健康福祉課・総合支所 住民課　
★持ってくるもの
　・申請書　・通帳・　印鑑　・対象者全員分の身分証明書（免許証・保険証）など

り

問い合わせ先　本庁　健康福祉課　福祉係　☎0968・86・572４

戸建木造住宅の耐震化を支援します

平成29年度臨時福祉給付金の申請を受け付けます

問い合わせ先　（耐震設計・耐震改修に関することは）本庁　建設課　住宅係　☎0968・86・5726
（耐震診断に関することは）　熊本県建築住宅センター　　　　☎096・385・0771
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　平成29年８月５日（土）・６日（日）に江田船山
古墳公園一帯で開催する第47回和水町古墳祭のヒロ
イン「火巫女」を募集します。

●応募資格
①和水町内に住んでいるか和水町内で働いている18
歳以上30歳以下（平成29年４月１日現在）の女性
（未婚、既婚は問いません）。
②和水町古墳祭および古墳祭のＰＲをするためのイ
ベント活動に参加でき、火巫女として町の観光PRイ
ベントに１年間活動することが可能な人。
●応募方法
　専用の応募用紙に必要事項を記入し、最近撮った写真を貼って郵送または下記申込先へ提出してく
ださい。応募用紙は、本庁商工観光課・総合支所農林振興課に設置しています。
　また、和水町のホームページからもダウンロードできます。
●審　　　査　面接により１人を選出
●審　査　日　平成29年５月中旬（予定）　応募した人に別途ご連絡します。
●賞　　　金　15万円（推薦の場合、推薦者にも１万円贈呈）
●応募期間　４月３日（月）～５月８日（月）※締切日必着

申し込み・問い合わせ先　和水町古墳祭実行委員会事務局（本庁　商工観光課内）
　　　　　　　　　　　　〒865-0192　玉名郡和水町江田3886番地　☎0968・86・5725

　肥後民家村内にある国指定重要文化財の旧
境家住宅について、現在修繕工事を実施して
います。工事期間中は安全確保のために一般
の立ち入りはご遠慮いただいておりますが、
次のとおり現地見学会を開催します。
　日本の古くからの伝統的な茅葺工法を見る
貴重な機会です。どなたでも見学できますの
で、ぜひ一度ご覧ください。（小学生以下は
保護者同伴でお願いします。）

●と　　　き　４月16日（日）　午前11時～正午　午後２時～３時
※16日が雨天の場合は４月23日（日）同じ時間に延期します。
なお、23日が雨天の場合は中止とさせていただきますのでご了承ください。

●と　こ　ろ　旧境家住宅（当日は直接現地へお越しください）
●そ　の　他　ヘルメット装着の上、足場に上っての見学となります。当日は、動きやすい服装・靴

でお越しください。現場で学芸員・茅葺き職人による説明があります。（ヘルメット
は現場で準備します。スリッパ・ヒール等は危険ですのでご遠慮ください。）

ひ 　み　こ

かや ぶき

問い合わせ先　　三加和公民館内　社会教育課　文化係　☎0968・34・3047

旧境家修繕工事の現地見学会を開催します

和水町古墳祭のヒロイン　第33代「火巫女」募集!!
ひ     み    こ税
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隊員コメント

　和水町の地域おこし隊として、現在４人の隊員が活動しています。
　地域おこし協力隊には、移住定住に向けた空き家バンク制度の支援や地元特産品のブランド開発な
ど、地域づくりに貢献する活動を行っています。皆さんの温かいご支援お願いします。

猪口　　真さん
前住所：熊本県長洲町　　　居住地：中原
活動期間：H27.２月～

　移住定住に向けた空き家バンク制度の推進支援を主
に、地域づくり団体などの活動支援といった地域おこ
しに関わる活動に携わっています。
　将来は就農し、和水町の発展に私も寄与できるよう
頑張ります。 

田仲　聡さん
前住所：東京都中央区　　居住地：上十町
活動期間：H27.５月～

　協力隊としての活動の傍ら、一から実習を通じ、農
業の勉強をしており、すぐ生える雑草や庭を荒らすイ
ノシシなどにはじめは大変苦労しました。
　地域の皆さんと交流しながら、和水町で農業を行っ
ていくうえでの注意点（自然との向き合い方、対処法
など）や手法を学んでいきたいと思います。

蒲池　将裕さん
前住所：神奈川県川崎市　居住地：東吉地
活動期間　H28.２月～

　和水町出身です。高校卒業後、上京しましたので、
故郷で過ごした時間より、向こうでの時間が長くなっ
てしまいました。和水町に戻ってきて、故郷の素晴ら
しさを、再発見しています。
　今後、地域の特産品の開発などを通じて、地域の皆
さんのお役にたてるよう頑張ります。
　食品関係で、商品開発など考えている人がいました
ら、ぜひ私に声をかけください。

米川　博子さん
前住所：熊本県玉名市　　居住地：鶯原
活動期間：H28.12月～

　３年前、東京から実家のある玉名市へUターンし、
このたび父方の出身地である和水町の地域おこし協力
隊として、昨年12月から活動しています。
　まだまだ分からないことだらけですが、笑顔と責任
を持って頑張ります。皆さんと一緒に活動できるのを
楽しみにしています。

　人口減少や高齢化などの進行が著しい地方で、地域外の人材を積極的に受け入れ、地域協力活動を
行ってもらい、その定住・定着を図ることで、意欲ある都市住民のニーズに応えながら、地域力の維
持・強化を図っていくことを目的とした制度です。任期は最長３年間となっています。
　和水町では、すでに3年間の任期を全うした２人が、町内で起業し、定住しています。

地域おこし協力隊とは？

左から猪口さん、田仲さん、蒲池さん、米川さん

いのくち た く ま た な か さとし

か ま ち まさひろ よねかわ ひろ　こ

問い合わせ先　本庁　まちづくり推進課　地域振興係　☎0968・86・5721

地域おこし協力隊を紹介します！
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申し込み・問い合わせ先
〒865－0192　玉名郡和水町江田3886番地
和水町　まちづくり推進課　企画調整係　☎0968・86・5721

　和水町は、ロアッソ熊本「火の国もりあげタイ！」に
任命されています。
　その時々のロアッソ情報を広報なごみに掲載していき
ますので、みんなでロアッソを応援しましょう！

ロアッソホームゲームに「参戦」しませんか。ロアッソの勝利を目指して、ともに戦いましょう！

　次のホームゲームのチケットを無料配布します。チケットを希望する人は、はがきに必要事項を書
いてご応募ください。

※チケットは、お１人最大３枚までとさせていただきます。
※応募多数の場合は抽選とします。
※チケットのお渡しは、本庁まちづくり推進課で行います。
　（当選者のみ連絡します。）
応募締切日　４月28日（金）　当日消印有効

2017明治安田生命Ｊ２リーグ

今後のスケジュール（網掛けは、ホームゲーム開催）

なお、安選手は火の国もりあげタイ！の和水町担当選手です。

会場はいずれも、えがお健康スタジアム

ロアッソ熊本「赤馬だより」
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①チケット希望日
　　　　　対戦相手
②希望枚数
③名前
④住所
⑤電話番号
⑥ロアッソへの
　応援メッセージ

はがき裏面

節 期日 キックオフ 対戦相手 チケット配布枚数

第16節 ５月28日（日） 午後１時 水戸ホーリーホック ６枚

第23節 ７月16日（日） 午後７時 ジェフユナイテッド千葉 ８枚

第25節 ７月30日（日） 午後７時 名古屋グランパス ３枚

期日 キックオフ 対戦相手 会場

４月 9日 午後３時 愛媛ＦＣ ニンジニアスタジアム

４月16日 午後６時 松本山雅ＦＣ えがお健康スタジアム

４月23日 午後５時 ツエーゲン金沢 石川県西部緑地公園陸上競技場

４月29日 午後３時 横浜ＦＣ えがお健康スタジアム

５月 3日 午後３時 ＦＣ町田ゼルビア 町田市立陸上競技場

５月 7日 午後４時 ザスパクサツ群馬 えがお健康スタジアム

節 期日 対戦相手 結果 得点者

第１節 ２月26日 カマタマーレ讃岐 　　２－１　勝ち 　　安
あん

     柄
びょん

俊
じゅん

 ２ 

第２節 ３月 5日 ファジアーノ岡山 　　１－１　引分け 　　小
こ

谷
たに

　祐
ゆう

喜
き

第３節 ３月12日 モンテディオ山形 　　１－１　引分け 　　佐
さ

藤
とう

　昭
あき

大
ひろ

第４節 ３月19日 アビスパ福岡 　　１－２　負け 　　巻
まき

　誠
せい

一
いち

郎
ろう
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長期前受金戻入
 0.9%

国庫補助金等
0.9%

一般会計繰入金
18.1%

その他医業収益
1.8%

外来収益
18.2%

入院収益
54.7%

その他の収入
5.4%

経費
16.6%

材料費
6.9%

減価償却費
6.3%

研究研修費
0.2%

給与費
68.5%

その他の費用
0.7%

病院事業債等の支払利息
0.8%

収入合計
９億4,144万1千円

支出合計
９億4,144万1千円
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総
務
省
で
は
新
た
な
公
立

病
院
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
ま
し

た
。
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
踏
ま
え

て
、
当
院
で
も
平
成
29
年
度
か
ら
平
成

32
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る
新
改

革
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
病
院
改
革
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
平

成
29
年
度
は
、
計
画
初
年
度
の
予
算
と

な
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
「
収
益
的
収
入
お
よ
び
支

出
」
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
平
成
29

年
度
の
事
業
収
益
と
事
業
費
用
は
、
9

億
4
，1
4
4
万
1
千
円
と
な
っ
て
お

り
、
平
成
28
年
度
の
当
初
予
算
と
比
較

す
る
と
、
3
，7
3
6
万
5
千
円
の
減
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
常
勤
医
師
（
代
謝
内

科
）
が
1
人
増
え
、
5
人
体
制
と
な
る

た
め
、
事
業
収
益
の
増
加
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

ま
た
、
新
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、

事
業
規
模
、
事
業
形
態
の
見
直
し
、
経

費
削
減
・
抑
制
対
策
、
収
入
増
加
・
確

保
対
策
、
職
員
の
意
識
改
革
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

次
に
「
資
本
的
収
入
お
よ
び
支
出
」

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
平
成
29
年
度

の
資
本
的
支
出
額
は
、
1
億
7
8
4
万

5
千
円
で
、
Ｃ
Ｔ
、
内
視
鏡
と
い
っ
た

機
器
で
撮
影
し
た
画
像
を
保
管
、
閲

覧
、
管
理
す
る
電
子
画
像
読
取
装
置
な

ど
の
購
入
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

町立病院からのお知らせ

平成29年度の企業債（借入金）の見込額は、次のとおりとなっております。
【企業債（借入金）の見込額】

　以上、平成29年度当初予算の概要です。新改革プランに基づき、住民の皆さんのニーズを踏まえた質の高い
医療と、安心で安全な医療の提供に努めていきます。また、収益の確保や経費削減に努め、健全経営を目指し
ていきます。

町立病院当初予算の概要をお知らせします平成29年度

●医業費用（給与費・経費・材料費・減価償却費・研究研修費）
は主たる医業活動のために生じる経費で費用全体の98.5%
（前年比0.1%減）を占めています。

●入院・外来収益は、合計６億8,613万１千円（収益全体に占
める割合は75.3％、前年比1.7%増）を予定しています。

●町一般会計からの繰入金の総額は、２億965万7千円で、繰入
基準に基づき、１億7,066万８千円を収益的収入（医業収入
と医業外収入）、3,898万９千円を資本的収入に配分する予
定にしています。

◆ 収 益 的 収 入 ◆ ◆ 収 益 的 支 出 ◆

4,000 61,041 386,993444,034

H29年度借入額 H29年度償還額 H29年度未残高H28年度末残高
（単位：千円）

645,081 △ 16,931給 与 費

156,573 △ 14,210経 費

64,816 2,781材 料 費

59,487 △ 9,289減 価 償 却 費

2,040 △ 426研 究 研 修 費

7,206 △ 536病院事業債等の支払利息

6,238 1,246そ の 他 の 費 用

941,441 △ 37,365

△ 24,047

△ 10,310

447

△ 7,026

894

△ 477

3,154

△ 37,365 合　　計

H29当初 当初増減予算科目

662,012

170,783

62,035

68,776

2,466

7,742

4,992

978,806

H28当初

514,661入 院 収 益

171,470外 来 収 益

17,122そ の 他 医 業 収 益

170,668一 般 会 計 繰 入 金

8,468国 庫 補 助 金 等

8,136長 期 前 受 金 戻 入

50,916そ の 他 の 収 入

941,441合　　計

H29当初 当初増減

（単位：千円）（単位：千円）

予算科目

538,708

181,780

16,675

177,694

7,574

8,613

47,762

978,806

H28当初
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江栗城跡　Ⅲ郭・城尾地区　北端（谷部）
田中城跡　縄張り図

江栗城跡・田中城跡　位置図

江栗城跡　縄張り図

場
は
、
よ
う
や
く
春
め
い
て
き
ま

し
た
。
嬉
し
い
事
に
、
地
震
の
揺

れ
も
、
め
っ
き
り
減
少
し
ま
し
た
。

で
も
、
忘
れ
か
け
た
頃
に
、
震
度
３
ク
ラ
ス

が
、
グ
ラ
リ
と
き
ま
す
の
で
、
油
断
は
で
き

ま
せ
ん
。

　

調
査
は
、
最
終
段
階
に
入
り
ま
し
た
。

江
栗
城
と
田
中
城
の
関
係

　

広
報
な
ご
み
２
０
１
５
年
５
月
号
『
江
栗

城
跡
19
』
で
、
「
田
中
城
を
取
り
巻
く
支
城

の
ネ
ッ
ト
・
ワ
ー
ク
」
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

「
江
栗
城
は
、
田
中
城
の
代
替
え
城
で
は
な

い
か
。
同
城
の
修
理
期
間
中
に
、
有
事
が
発

生
し
た
時
、
本
城
の
役
割
を
果
た
す
事
に

な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
」
と
い
う
も
の

で
す
。

　

こ
の
事
に
つ
い
て
、
調
査
が
進
展
し
た
今
、

両
城
跡
の
縄な

わ

張ば

り
を
同
一
縮
尺
図
で
比
較
す

る
と
、
殆
ど
、
同
じ
規
模
で
あ
る
事
が
分
か

り
ま
す
。
町
内
の
中
世
城
は
、
田
中
城
を
中

心
に
、
25
城
を
数
え
ま
す
が
、
江
栗
城
の
城

域
は
、
群
を
抜
い
て
大
き
い
の
で
す
。
代
替

え
城
の
資
格
は
、
十
分
に
あ
り
ま
す
。

　

実
際
、
両
城
は
、
地
図
上
の
直
線
距
離
に

し
て
、
約
６
・
３
㎞
に
な
り
ま
す
。
１
里
半

で
す
か
ら
、
そ
ん
な
に
離
れ
て
も
い
な
い
の

で
す
。
両
城
は
、
密
接
な
関
係
に
あ
る
事
が

推
定
さ
れ
る
の
で
す
。

中
世
城
の
造
成
の
仕
方

　

広
報
な
ご
み
２
０
１
６
年
12
月
号
『
江
栗

城
跡
38
』
で
取
り
上
げ
ま
し
た
。
先
日
、
大

学
の
後
輩
で
、
城
郭
に
詳
し
い
伊
藤
正
義
鶴

見
大
学
教
授
が
、
熊
本
に
来
ま
し
た
の
で
、

意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。
「
城
造
り
は
、
切き

り
土ど

中
心
で
、
斜
面
部
を
何
箇
所
も
削
り
出

し
な
が
ら
、
平
場
を
確
保
し
ま
す
。
緊
急
の

場
合
は
、
山
や
丘
の
上
位
か
ら
工
事
を
行

な
っ
た
の
で
し
ょ
う
」
と
彼
が
申
し
ま
し
た
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
私
は
「
緊
急
で
あ
っ
て

も
、
上
位
か
ら
で
は
、
造
成
が
困
難
で
は
な

い
か
」
と
疑
問
を
呈
し
ま
し
た
。
「
派
生
土

の
持
ち
出
し
は
無
い
」
と
い
う
事
は
、
意
見

が
一
致
し
ま
し
た
。
叩
き
締
め
て
平
地
に
し

た
と
思
わ
れ
ま
す
。
「
城
の
縄
張
り
は
、
あ

る
程
度
広
く
な
け
れ
ば
、
用
を
な
さ
な
い
」

と
い
う
点
で
も
一
致
し
ま
し
た
。
領
民
を
囲

い
込
ん
で
、
戦
い
の
場
に
も
な
る
か
ら
で
す
。

食
糧
や
武
器
を
備
蓄
す
る
場
所
も
必
要
で
す
。

最
後
は
「
縄
張
り
の
線
引
き
は
、
非
常
に
難

し
い
」
と
い
う
事
に
な
り
ま
し
た
。

〔
調
査
〕

　

今
月
は
、
引
き
続
い
て
、
城じ
ょ
う
の
お尾
地
区
の
北

端
を
調
査
し
ま
し
た
。
谷

部
の
東
側
で
、
中
心
部
は
、

東
西
の
長
さ
35
ｍ
、
南
北

幅
30
ｍ
程
の
平
地
（
湿

地
）
に
な
っ
て
い
ま
す
。

東
端
か
ら
は
、
小
谷
に
変

化
し
ま
す
。

　

城
尾
地
区
の
東
裾
部
を

見
る
た
め
に
、
第
２
衛
生

セ
ン
タ
ー
の
南
側
進
入
路

一
帯
も
調
査
し
て
い
ま

す
。
進
入
路
は
、
元
々
、

小
谷
の
地
形
に
盛
り
土
し

て
あ
る
よ
う
で
す
。
湧
水

地
も
残
っ
て
い
ま
す
。
城

尾
地
区
を
見
上
げ
る
と
、

凝ぎ
ょ
う
か
い
が
ん

灰
岩
の
岩
山
で
あ
る
事

が
分
か
り
ま
す
。

現

　
　
　え

　
　
　
　
　
　 ぐ 

り

　
　
　
　
　  

じ
ょ
う

　
　
　
　
　あ 

と

大 

田 

幸 

博

（
元・菊
水
町
史
編
纂
委
員
会
副
委
員
長
）

歴
史
調
査
の
楽
し
み
方

42
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図
書
館
等
相
互
利
用
サ
ー
ビ
ス
の

記
事
に
つ
い
て

訂正

カラスノエンドウの花

広
報
な
ご
み
３
月
号
で
掲
載
し
た
「
図
書

館
等
相
互
利
用
サ
ー
ビ
ス
」
の
記
事
に
つ
い

て
次
の
と
お
り
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

（
誤
）
「
玉
名
市
、
南
関
町
、
和
水
町
、
玉
東

町
に
住
所
を
有
す
る
人
、
ま
た
、
通
勤
・
通

学
を
さ
れ
て
い
る
人
は
１
市
３
町
の
図
書
館

（
図
書
室
）
で
相
互
利
用
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
」

（
正
）
「
玉
名
市
、
南
関
町
、
和
水
町
、
玉
東

町
に
住
所
を
有
す
る
人
は
１
市
３
町
の
図
書

館
（
図
書
室
）
で
相
互
利
用
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
」

お
わ
び
申
し
上
げ
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。

工
業
統
計
調
査
は
、
工
業
の
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
統
計
法
に
基
づ

く
報
告
義
務
が
あ
る
重
要
な
統
計
で
す
。

調
査
結
果
は
、
中
小
企
業
施
策
や
地
域
振
興

な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

調
査
時
点
は
平
成
29
年
６
月
１
日
で
す
。
調
査

員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
調
査
票
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
　
企
画
調
整
係

☎
０
９
６
８
・
８
６
・
５
７
２
１

熊
本
県
子
ど
も
・
若
者
相
談
セ
ン
タ
ー
〜
Ｃ

Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
〜
こ
こ
ん
は
、
ニ
ー
ト
、
ひ
き
こ
も

り
、
不
登
校
な
ど
子
ど
も
・
若
者
を
対
象
と
し

た
総
合
相
談
窓
口
で
す
。

当
セ
ン
タ
ー
で
の
相
談
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

必
要
に
応
じ
て
さ
ら
に
適
切
な
支
援
を
提
供
で

き
る
機
関
と
連
携
し
、
利
用
者
が
よ
り
よ
い
支

援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

対
象
は
、
15
歳
〜
40
歳
未
満
の
人
と
そ
の
家

族
、
友
人
・
知
人
で
す
。
一
人
で
抱
え
込
ま
ず

に
、
ま
ず
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
子
ど
も
・
若
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー   

〜
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
〜
こ
こ
ん

☎
０
９
６
・
３
８
７
・
７
０
０
０

メ
ー
ル
　kow

aka-cocon@
w

ind.ocn.ne.jp

高
齢
者
（
お
お
む
ね
65
歳
以
上
）
の
皆
さ
ん

に
、
本
人
の
希
望
と
能
力
に
応
じ
た
仕
事
を
紹

介
し
ま
す
。

と
き
　
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

と
こ
ろ
　
有
明
保
健
所
総
務
福
祉
課
（
玉
名
市

岩
崎
１
０
０
４
‐
１
）

事
業
所
の
皆
さ
ん
か
ら
、
高
齢
者
に
適
し
た

求
人
の
申
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所

☎
０
９
６
８
・
７
２
・
３
２
４
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
６
８
・
７
４
・
２
１
９
５

こ
れ
ら
３
種
類
は
い
ず
れ
も
マ
メ
科
の
雑
草

で
、
春
を
迎
え
る
と
き
れ
い
な
花
が
咲
き
ま
す
。

花
や
葉
の
大
き
さ
、
実
の
色
な
ど
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
名
前
が
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
南
関
町
の
最

終
処
分
場
「
エ
コ
ア
く
ま
も
と
」
で
は
、
こ
れ

ら
３
種
類
の
雑
草
の
名
前
の
由
来
か
ら
特
徴
な

ど
に
つ
い
て
観
察
会
を
通
し
て
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
観
察
会
は
、
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

い
つ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
興
味
の

あ
る
人
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

見
ご
ろ
　
４
月

　
（
観
察
会
は
、平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
）

と
こ
ろ
　
最
終
処
分
場
「
エ
コ
ア
く
ま
も
と
」

（
南
関
町
下
坂
下
４
７
７
１
‐
３
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

（
公
財
）
熊
本
県
環
境
整
備
事
業
団

☎
０
９
６
８
・
５
３
・
８
５
０
０

願
書
な
ど
の
配
置
場
所

受
験
願
書
な
ど
は
、
（
一
財
）
消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部
、
熊
本
市
消
防
局
・
熊
本

県
下
消
防
本
部
お
よ
び
熊
本
県
総
務
部
市
町
村
・

税
務
局
消
防
保
安
課
に
配
置
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本
県

支
部
　
　
　   

☎
０
９
６
・
３
６
４
・
５
０
０
５

平
成
28
年
10
月
か
ら
熊
本
県
の
最
低
賃
金
が

７
１
５
円
と
な
り
ま
し
た
が
、
特
定
（
産
業

別
）
最
低
賃
金
も
改
正
さ
れ
て
い
ま
す
。
労
働

者
も
使
用
者
も
必
ず
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

①
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、
電
気
機
械

器
具
、
情
報
通
信
機
械
器
具
製
造
業
…
７
５
９
円

②
自
動
車
・
自
動
車
附
属
品
製
造
業
、
船
舶
製
造
・

修
理
業
、
舶
用
機
関
製
造
業
…
…
…
…
８
０
８
円

③
百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー
…
…
…
…
…
７
１
５
円

問
い
合
わ
せ
先

熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
９
６
・
３
５
５
・
３
２
０
２

み
な
さ
ん
は
、
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
適

切
に
実
施
・
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
、
そ
の
場
に
い

る
人
の
一
刻
も
早
い
適
切
な
心
肺
蘇
生
法
の
実

施
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
が
、
命
を
救
う
重
要
な
カ

ギ
と
な
り
ま
す
。

ひ
と
り
で
も
多
く
の
人
に
救
命
手
当
て
の
重

要
性
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
心
肺
蘇
生
法
を
覚

え
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
救
命
講
習
会
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

こ
の
講
習
会
を
修
了
し
た
人
に
は
修
了
証

カ
ー
ド
を
発
行
し
ま
す
。
住
民
の
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

と
き
　
４
月
16
日
（
日
）
午
前
９
時
〜
正
午

と
こ
ろ
　
玉
名
消
防
署
　
２
階
会
議
室

内
容
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
救
命
講
習
会

定
員
　
先
着
15
人
ま
で
（
事
前
に
電
話
に
て
申

込
み
が
必
要
で
す
。
）

参
加
費
　
無
料

そ
の
他
　
以
前
に
、
普
通
救
命
講
習
会
を
受
け

ら
れ
た
人
は
、
修
了
証
カ
ー
ド
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

※
参
加
申
し
込
み
数
が
５
人
以
上
に
満
た
な

　
　
い
場
合
、
開
催
を
延
期
ま
た
は
中
止
す
る

　
　
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ

　
　
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

玉
名
消
防
署
　
救
急
係

☎
０
９
６
８
・
７
３
・
７
１
１
７

消
防
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
29
年
度
第

１
回
危
険
物
取
扱
者
試
験
が
次
の
日
程
で
実
施

さ
れ
ま
す
。

平
成
29
年
工
業
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す

救
命
講
習
会
の
参
加
者
募
集

高
齢
者
の
た
め
の
職
業
を
紹
介
し
て
い
ま
す

危
険
物
取
扱
者
試
験
が
開
催
さ
れ
ま
す

熊
本
県
特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金
が

改
定
さ
れ
ま
し
た

ニ
ー
ト
、
ひ
き
こ
も
り
、
不
登
校
な
ど
の

お
悩
み
は
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い

平
成
28
年
度
「
歴
史
探
訪
」
〜
南
関
町
の

史
跡
巡
り
〜
の
参
加
者
募
集

カ
ラ
ス
ノ
エ
ン
ド
ウ
、
ス
ズ
メ
ノ
エ
ン
ド
ウ
、

カ
ス
マ
グ
サ
の
花
を
観
察
し
ま
せ
ん
か

（平成29年４月）

困った時の相談窓口
相　談
窓口名 相談日・相談時間 場　所 対応者 内　　容

行政相談 ４月17日（月）
午前10時～正午

役場本庁
１階会議室

行政
相談員 国などの業務に対する要望など

消費生活
相談

毎週木曜日
午前9時～午後3時（要予約）
☎0968・86・5720
※電話相談は平日いつでも受
　け付けておりますので、お
　電話ください。

役場本庁
２階総務課

消費
生活

相談員

消費に関するトラブル、悪徳商
法などによる苦情などに関する
こと

こころの
相談

4月26日（水）
午後１時～５時
※予約制（匿名可）
　☎0968・86・5724

中央公民館
小会議室

（101）

臨床
心理士

こころの健康についての相談
（悩みやストレスに関すること）

こ

こ

ん

試験地 願書受付期間 試験日 試験の
種　類

熊
本
市
・
八
代
市

天
草
市
・
玉
名
市

書
面
申
請

電
子
申
請

６
月
11
日
（
日
）

甲
種

乙
種
第
一
類
〜
第
六
類

丙
種

４
月
13
日
（
木
）

　
　〜

20
日
（
木
）

４
月
10
日
（
月
）

　
　〜

17
日
（
月
）

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

く
ら
し
の
情
報

│広報なごみ│2017 April│18



図
書
館
等
相
互
利
用
サ
ー
ビ
ス
の

記
事
に
つ
い
て

訂正

カラスノエンドウの花

広
報
な
ご
み
３
月
号
で
掲
載
し
た
「
図
書

館
等
相
互
利
用
サ
ー
ビ
ス
」
の
記
事
に
つ
い

て
次
の
と
お
り
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

（
誤
）
「
玉
名
市
、
南
関
町
、
和
水
町
、
玉
東

町
に
住
所
を
有
す
る
人
、
ま
た
、
通
勤
・
通

学
を
さ
れ
て
い
る
人
は
１
市
３
町
の
図
書
館

（
図
書
室
）
で
相
互
利
用
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
」

（
正
）
「
玉
名
市
、
南
関
町
、
和
水
町
、
玉
東

町
に
住
所
を
有
す
る
人
は
１
市
３
町
の
図
書

館
（
図
書
室
）
で
相
互
利
用
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
」

お
わ
び
申
し
上
げ
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。

工
業
統
計
調
査
は
、
工
業
の
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
統
計
法
に
基
づ

く
報
告
義
務
が
あ
る
重
要
な
統
計
で
す
。

調
査
結
果
は
、
中
小
企
業
施
策
や
地
域
振
興

な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

調
査
時
点
は
平
成
29
年
６
月
１
日
で
す
。
調
査

員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
調
査
票
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
　
企
画
調
整
係

☎
０
９
６
８
・
８
６
・
５
７
２
１

熊
本
県
子
ど
も
・
若
者
相
談
セ
ン
タ
ー
〜
Ｃ

Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
〜
こ
こ
ん
は
、
ニ
ー
ト
、
ひ
き
こ
も

り
、
不
登
校
な
ど
子
ど
も
・
若
者
を
対
象
と
し

た
総
合
相
談
窓
口
で
す
。

当
セ
ン
タ
ー
で
の
相
談
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

必
要
に
応
じ
て
さ
ら
に
適
切
な
支
援
を
提
供
で

き
る
機
関
と
連
携
し
、
利
用
者
が
よ
り
よ
い
支

援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

対
象
は
、
15
歳
〜
40
歳
未
満
の
人
と
そ
の
家

族
、
友
人
・
知
人
で
す
。
一
人
で
抱
え
込
ま
ず

に
、
ま
ず
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
子
ど
も
・
若
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー   

〜
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
〜
こ
こ
ん

☎
０
９
６
・
３
８
７
・
７
０
０
０

メ
ー
ル
　kow

aka-cocon@
w

ind.ocn.ne.jp

高
齢
者
（
お
お
む
ね
65
歳
以
上
）
の
皆
さ
ん

に
、
本
人
の
希
望
と
能
力
に
応
じ
た
仕
事
を
紹

介
し
ま
す
。

と
き
　
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

と
こ
ろ
　
有
明
保
健
所
総
務
福
祉
課
（
玉
名
市

岩
崎
１
０
０
４
‐
１
）

事
業
所
の
皆
さ
ん
か
ら
、
高
齢
者
に
適
し
た

求
人
の
申
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所

☎
０
９
６
８
・
７
２
・
３
２
４
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
６
８
・
７
４
・
２
１
９
５

こ
れ
ら
３
種
類
は
い
ず
れ
も
マ
メ
科
の
雑
草

で
、
春
を
迎
え
る
と
き
れ
い
な
花
が
咲
き
ま
す
。

花
や
葉
の
大
き
さ
、
実
の
色
な
ど
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
名
前
が
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
南
関
町
の
最

終
処
分
場
「
エ
コ
ア
く
ま
も
と
」
で
は
、
こ
れ

ら
３
種
類
の
雑
草
の
名
前
の
由
来
か
ら
特
徴
な

ど
に
つ
い
て
観
察
会
を
通
し
て
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
観
察
会
は
、
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

い
つ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
興
味
の

あ
る
人
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

見
ご
ろ
　
４
月

　
（
観
察
会
は
、平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
）

と
こ
ろ
　
最
終
処
分
場
「
エ
コ
ア
く
ま
も
と
」

（
南
関
町
下
坂
下
４
７
７
１
‐
３
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

（
公
財
）
熊
本
県
環
境
整
備
事
業
団

☎
０
９
６
８
・
５
３
・
８
５
０
０

願
書
な
ど
の
配
置
場
所

受
験
願
書
な
ど
は
、
（
一
財
）
消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部
、
熊
本
市
消
防
局
・
熊
本

県
下
消
防
本
部
お
よ
び
熊
本
県
総
務
部
市
町
村
・

税
務
局
消
防
保
安
課
に
配
置
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本
県

支
部
　
　
　   

☎
０
９
６
・
３
６
４
・
５
０
０
５

平
成
28
年
10
月
か
ら
熊
本
県
の
最
低
賃
金
が

７
１
５
円
と
な
り
ま
し
た
が
、
特
定
（
産
業

別
）
最
低
賃
金
も
改
正
さ
れ
て
い
ま
す
。
労
働

者
も
使
用
者
も
必
ず
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

①
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、
電
気
機
械

器
具
、
情
報
通
信
機
械
器
具
製
造
業
…
７
５
９
円

②
自
動
車
・
自
動
車
附
属
品
製
造
業
、
船
舶
製
造
・

修
理
業
、
舶
用
機
関
製
造
業
…
…
…
…
８
０
８
円

③
百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー
…
…
…
…
…
７
１
５
円

問
い
合
わ
せ
先

熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
９
６
・
３
５
５
・
３
２
０
２

み
な
さ
ん
は
、
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
適

切
に
実
施
・
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
、
そ
の
場
に
い

る
人
の
一
刻
も
早
い
適
切
な
心
肺
蘇
生
法
の
実

施
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
が
、
命
を
救
う
重
要
な
カ

ギ
と
な
り
ま
す
。

ひ
と
り
で
も
多
く
の
人
に
救
命
手
当
て
の
重

要
性
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
心
肺
蘇
生
法
を
覚

え
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
救
命
講
習
会
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

こ
の
講
習
会
を
修
了
し
た
人
に
は
修
了
証

カ
ー
ド
を
発
行
し
ま
す
。
住
民
の
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

と
き
　
４
月
16
日
（
日
）
午
前
９
時
〜
正
午

と
こ
ろ
　
玉
名
消
防
署
　
２
階
会
議
室

内
容
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
救
命
講
習
会

定
員
　
先
着
15
人
ま
で
（
事
前
に
電
話
に
て
申

込
み
が
必
要
で
す
。
）

参
加
費
　
無
料

そ
の
他
　
以
前
に
、
普
通
救
命
講
習
会
を
受
け

ら
れ
た
人
は
、
修
了
証
カ
ー
ド
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

※
参
加
申
し
込
み
数
が
５
人
以
上
に
満
た
な

　
　
い
場
合
、
開
催
を
延
期
ま
た
は
中
止
す
る

　
　
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ

　
　
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

玉
名
消
防
署
　
救
急
係

☎
０
９
６
８
・
７
３
・
７
１
１
７

消
防
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
29
年
度
第

１
回
危
険
物
取
扱
者
試
験
が
次
の
日
程
で
実
施

さ
れ
ま
す
。

平
成
29
年
工
業
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す

救
命
講
習
会
の
参
加
者
募
集

高
齢
者
の
た
め
の
職
業
を
紹
介
し
て
い
ま
す

危
険
物
取
扱
者
試
験
が
開
催
さ
れ
ま
す

熊
本
県
特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金
が

改
定
さ
れ
ま
し
た

ニ
ー
ト
、
ひ
き
こ
も
り
、
不
登
校
な
ど
の

お
悩
み
は
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い

平
成
28
年
度
「
歴
史
探
訪
」
〜
南
関
町
の

史
跡
巡
り
〜
の
参
加
者
募
集

カ
ラ
ス
ノ
エ
ン
ド
ウ
、
ス
ズ
メ
ノ
エ
ン
ド
ウ
、

カ
ス
マ
グ
サ
の
花
を
観
察
し
ま
せ
ん
か

（平成29年４月）

困った時の相談窓口
相　談
窓口名 相談日・相談時間 場　所 対応者 内　　容

行政相談 ４月17日（月）
午前10時～正午

役場本庁
１階会議室

行政
相談員 国などの業務に対する要望など

消費生活
相談

毎週木曜日
午前9時～午後3時（要予約）
☎0968・86・5720
※電話相談は平日いつでも受
　け付けておりますので、お
　電話ください。

役場本庁
２階総務課

消費
生活

相談員

消費に関するトラブル、悪徳商
法などによる苦情などに関する
こと

こころの
相談

4月26日（水）
午後１時～５時
※予約制（匿名可）
　☎0968・86・5724

中央公民館
小会議室

（101）

臨床
心理士

こころの健康についての相談
（悩みやストレスに関すること）

こ

こ

ん

試験地 願書受付期間 試験日 試験の
種　類

熊
本
市
・
八
代
市

天
草
市
・
玉
名
市

書
面
申
請

電
子
申
請

６
月
11
日
（
日
）

甲
種

乙
種
第
一
類
〜
第
六
類

丙
種

４
月
13
日
（
木
）

　
　〜

20
日
（
木
）

４
月
10
日
（
月
）

　
　〜

17
日
（
月
）
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文
芸
コ
ー
ナ
ー

人
権
の
窓
11

十
数
年
前
、
荒
尾
養
護
学
校
の
ハ
ー
ト
フ
ル

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
ま
し
た
。
パ
ネ
ラ
ー

と
し
て
、
養
護
学
校
の
先
生
、
四
人
の
保
護

者
、
そ
し
て
協
力
者
の
方
々
が
壇
上
に
座
っ
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

初
め
に
、
保
護
者
の
方
か
ら
子
育
て
の
体
験

談
が
語
ら
れ
、
次
に
、
学
校
の
先
生
か
ら
保
護

者
の
「
思
い
や
願
い
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
質
疑
の
時
間
に
な
り
、
参
加
者
か

ら
、
「
子
育
て
の
中
で
、
辛
か
っ
た
こ
と
や
嬉

し
か
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ

い
。
」
と
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

す
る
と
一
人
の
お
母
さ
ん
が
、
「
ひ
ろ
し
は

小
学
部
二
年
生
に
な
り
ま
す
が
、
私
は
い
つ
も

ひ
ろ
し
と
一
緒
に
買
い
物
に
行
き
ま
す
。
あ
る

時
、
三
歳
ぐ
ら
い
の
お
子
さ
ん
が
、
ひ
ろ
し
の

車
い
す
に
近
寄
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
、

そ
の
子
の
お
母
さ
ん
が
無
理
や
り
そ
の
子
の
手

を
引
い
て
、
連
れ
去
っ
て
行
か
れ
ま
し
た
。
興

味
を
持
っ
て
く
れ
た
そ
の
子
が
、
こ
れ
か
ら
ひ

ろ
し
た
ち
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
く
の
か
と
思

う
と
、
と
て
も
悔
し
く
な
り
ま
し
た
。
嬉
し

か
っ
た
こ
と
は
、
近
所
の
お
母
さ
ん
が
『
ひ
ろ

し
君
も
子
ど
も
会
に
入
っ
て
も
ら
っ
て
い
い
で

す
か
？
娘
か
ら
、
何
で
ひ
ろ
し
君
は
子
ど
も
会

に
入
れ
な
い
の
と
尋
ね
ら
れ
、
ハ
ッ
と
し
ま
し

た
。
』
と
、
私
の
家
に
来
て
い
た
だ
い
た
こ
と

で
す
。
ひ
ろ
し
は
そ
の
娘
さ
ん
と
ず
う
っ
と
同

じ
保
育
園
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。
一
緒
に
育
ち

合
う
子
ど
も
た
ち
が
我
が
子
の
一
番
の
理
解
者

で
す
。
」
と
、
応
え
ら
れ
ま
し
た
。

続
け
て
、
「
う
れ
し
い
こ
と
は
周
り
の
人
か

ら
声
を
か
け
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。
困
る
こ
と

は
、
ひ
ろ
し
に
友
だ
ち
が
い
な
い
こ
と
で
す
。

将
来
に
つ
い
て
望
む
こ
と
は
、
ひ
ろ
し
た
ち
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
が
あ
る
こ
と
で

す
。
」
と
述
べ
ら
れ
た
お
母
さ
ん
の
思
い
が
、

い
つ
ま
で
も
心
に
残
り
ま
し
た
。

「 

地
域
の
中
で

　
　
　
　安
心
し
て
暮
ら
し
た
い
」

短
歌

霜
の
朝
光
を
受
け
て
キ
ラ
キ
ラ
と

　
白
菜
ま
る
ご
と
畑
で
熟
成
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
星
　
文
恵

夢
か
な
い
開
店
し
た
る
理
容
室

　
孫
の
成
長
わ
れ
祈
る
の
み
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
成
章

霜
の
夜
は
布
団
に
く
る
ま
り
感
謝
す
る

　
世
々
守
り
来
し
家
の
あ
る
こ
と
　
　
　
　
　
　
阪
野
　
章
子

大
豆
煎
る
一
人
の
豆
ま
き
思
い
つ
つ

　
訪
い
く
る
子
等
へ
の
黒
豆
も
煮
て
　
　
　
　
　
石
山
　
幸
子

春
彼
岸
ほ
と
け
の
教
へ
し
ん
み
り
と

　
つ
な
が
る
人
ら
の
面
影
う
か
ぶ
　
　
　
　
　
　
池
田
た
か
お

山
積
み
の
瓦
礫
の
際
に
赤
白
の

　
コ
ス
モ
ス
揺
れ
て
あ
れ
か
ら
半
年
　
　
　
　
　
野
中
　
慶
子

か
な
し
き
原
俳
句
会

梅
香
る
妻
と
二
人
の
陶
器
市
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誠
　
一

桜
咲
く
嫁
入
り
舟
の
ゆ
く
水
路
　
　
　
　
　
　
　
　
　
良
　
一

身
の
竦
む
険
し
き
山
の
戻
寒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
謙
　
三

ふ
く
よ
か
な
黒
髪
ば
か
り
飾
り
雛
　
　
　
　
　
　
　
　
貞
　
子

春
炬
燵
余
生
の
身
に
は
は
づ
さ
れ
ず
　
　
　
　
　
　
　
し
ん
子

早
春
や
母
と
な
る
娘
の
薄
化
粧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淑
　
乃

黄
水
仙
咲
き
初
め
て
お
り
か
ろ
き
足
　
　
　
　
　
　
　
き
よ
み

春
雷
の
ひ
と
つ
響
い
て
そ
れ
っ
き
り
　
　
　
　
　
　
　
康
　
子

本
閉
じ
て
木
の
芽
お
越
し
の
雨
を
聴
く
　
　
　
　
　
　
弘
　
子

梅
の
花
う
れ
し
い
便
り
も
連
れ
て
来
る
　
　
　
　
　
　
　
淑

菊
水
俳
句
会

遠
き
日
の
文
化
の
か
ほ
り
雛
飾
り
　
　
　
　
　
　
宮
中
　
康
雄

大
き
な
る
空
見
て
一
日
春
の
縁
　
　
　
　
　
　
　
宮
中
ミ
ス
エ

明
星
の
き
り
り
と
光
る
余
寒
か
な
　
　
　
　
　
　
永
田
　
紘
彦

合
格
に
感
謝
の
こ
と
ば
添
え
る
孫
　
　
　
　
　
　
池
田
　
松
子

針
の
穴
旨
く
通
ら
ず
山
笑
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
中
山
ミ
サ
ト

肥
後
狂
句
会

お
薬
　
ニ
ト
ロ
は
胸
の
ペ
ン
ダ
ン
ト
　
　
　
　
　
石
原
か
わ
せ
み

お
薬
　
こ
っ
で
長
生
き
趣
味
も
出
来
　
　
　
　
　
福
永
す
み
れ

ど
う
し
た
も
ん
か
　
農
地
は
有
る
が
継
ぎ
手
無
し
　
瀬
上
　
歌
子

ど
う
し
た
も
ん
か
　
老
々
介
護
共
倒
れ
　
　
　
　
池
田
　
　
茜

ど
う
し
た
も
ん
か
　
丁
度
昼
ど
き
お
客
さ
ん
　
　
大
山
こ
す
も
す

ど
う
し
た
も
ん
か
　
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
も
先
が
見
え
　
　
高
木
せ
い
や

ど
う
し
た
も
ん
か
　
頭
ン
痛
か
反
抗
期
　
　
　
　
庄
山
　
道
草

ま
あ
き
れ
い
　
し
だ
れ
紅
梅
風
を
舞
う
　
　
　
　
二
瀬
　
桔
梗

ま
あ
き
れ
い
　
汚
れ
足
で
は
上
ら
れ
ん
　
　
　
　
井
上
り
ん
ど
う

ま
あ
き
れ
い
　
あ
な
た
の
笑
顔
日
本
一
　
　
　
　
後
藤
　
撫
子

和
水
町
人
権
教
育
指
導
員

　
　緒
方 

正
雄

中央公民館
図書室だより

図書室
本紹介

人
々
が
ど
の
よ
う
に
文
字
を
記
し
、
保
存
し

て
き
た
の
か
、
古
代
図
書
館
か
ら
電
子
図
書
館

ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
図
書
館
の
役
割
を
紹
介
し
ま

す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
高
度
な
科
学
技
術
が

進
む
現
在
、
本
・
図
書
館
の
あ
り
方
を
、
イ
ラ

ス
ト
を
使
っ
て
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
た
本
で

す
。
巻
末
で
は
、
世
界
中
の
図
書
館
の
こ
と
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
、
オ

ス
ス
メ
の
サ
イ
ト
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

モ
ー
リ
ー
ン
・
サ
ワ 

著
／
㈱
西
村
書
店

『 

本
と
図
書
館
の
歴
史 

』 Message
Card

昭
和
25
年
4
月
30
日
、
図
書
館

法
が
公
布
さ
れ
、
図
書
利
用
の
無
料

原
則
が
打
ち
立
て
ら
れ
ま
し
た
。
日

本
図
書
館
協
会
は
、
今
日
の
図
書
館

発
展
の
基
盤
と
な
っ
た
図
書
館
法
公

布
の
日
を
記
念
し
て
、
4
月
30
日
を

「
図
書
館
記
念
日
」
と
し
ま
し
た
。

三
加
和
公
民
館
・
中
央
公
民
館
内
に

あ
る
図
書
室
を
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
！！

あ
り
か
わ

　
　ひ
ろ悪

影
響
を
与
え
る
メ
デ
ィ
ア
へ
の
取
締
り
が

法
制
化
さ
れ
た
架
空
の
日
本
を
背
景
に
、
本
の

自
由
を
守
る
た
め
設
立
さ
れ
た
図
書
館
の
自
衛

組
織
「
図
書
隊
」
が
舞
台
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
米
隊
員
・
笠
原
郁
と
鬼
教
官
・
堂
上
篤
の
図

書
特
殊
部
隊
で
の
奮
闘
や
恋
愛
模
様
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。
2
0
1
3
年
に
は
映
画
化
さ
れ
、

大
き
な
話
題
を
呼
び
ま
し
た
。

有
川

　浩 

著
／
株
式
会
社 

ア
ス
キ
ー
・
メ
デ
ィ
ア
ワ
ー
ク
ス

『 

図
書
館
戦
争 

』

い
つ
も
静
か
な
図
書
館
に
、
大
き
な
ラ
イ
オ

ン
が
や
っ
て
き
て
、
み
ん
な
大
あ
わ
て
。

で
も
お
行
儀
の
い
い
ラ
イ
オ
ン
は
、
す
ぐ
に

み
ん
な
と
な
か
よ
し
に
。
と
こ
ろ
が
あ
る
日
、
ラ

イ
オ
ン
は
静
か
に
す
る
と
い
う
決
ま
り
の
あ
る

図
書
館
内
で
大
声
を
出
し
て
し
ま
い
ま
す
…
も

ち
ろ
ん
決
ま
り
は
守
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
け

れ
ど
、
時
に
は
特
別
な
こ
と
だ
っ
て
あ
る
ん
だ

よ
、
と
静
か
に
語
り
か
け
て
く
れ
ま
す
。

ミ
シ
ェ
ル
・
ヌ
ー
ド
セ
ン 

著
／
㈱
岩
崎
書
店

『 

と
し
ょ
か
ん
ラ
イ
オ
ン 

』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ま
る

　
　
　
　
　
す
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

ひ
と   

ひ

申し込み先：クリーンパークファイブ
住　　　所：玉名郡長洲町大字名石浜42番地１　☎0968・78・4433

４月リサイクル体験受講者募集

日 時間 講座名 講師名 募集人員 募集期間 準備するもの

26日（水） 午前９時30分
～午後３時

着物リフォーム
「ロングベスト」 村上泰代子氏 10人

電話受付 ①いらない着物をほどいたもの（着物が無い方　
は同じ大きさの布）　②布に合わせたミシン糸
③ミシン（お持ちの方のみ）　④ボタン
⑤20㎝ものさし　⑥紙切りハサミ
⑦裁縫道具　⑧筆記用具　⑨弁当
⑩材料費500円

3日（月）午前９時～
13日（木）午後４時　
希望者多数の場合の抽選日
19日（水）午前10時

電話で受付を行い、受講希望者多数の場合は抽選となります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
その場合は、電話でご連絡いたします。(必ず受付時、連絡の取れる電話番号をお願いします)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
電話がない場合は、受講決定ですのでリサイクル体験講座開講日においでください。

受付
方法
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文
芸
コ
ー
ナ
ー

人
権
の
窓
11

十
数
年
前
、
荒
尾
養
護
学
校
の
ハ
ー
ト
フ
ル

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
ま
し
た
。
パ
ネ
ラ
ー

と
し
て
、
養
護
学
校
の
先
生
、
四
人
の
保
護

者
、
そ
し
て
協
力
者
の
方
々
が
壇
上
に
座
っ
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

初
め
に
、
保
護
者
の
方
か
ら
子
育
て
の
体
験

談
が
語
ら
れ
、
次
に
、
学
校
の
先
生
か
ら
保
護

者
の
「
思
い
や
願
い
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
質
疑
の
時
間
に
な
り
、
参
加
者
か

ら
、
「
子
育
て
の
中
で
、
辛
か
っ
た
こ
と
や
嬉

し
か
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ

い
。
」
と
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

す
る
と
一
人
の
お
母
さ
ん
が
、
「
ひ
ろ
し
は

小
学
部
二
年
生
に
な
り
ま
す
が
、
私
は
い
つ
も

ひ
ろ
し
と
一
緒
に
買
い
物
に
行
き
ま
す
。
あ
る

時
、
三
歳
ぐ
ら
い
の
お
子
さ
ん
が
、
ひ
ろ
し
の

車
い
す
に
近
寄
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
、

そ
の
子
の
お
母
さ
ん
が
無
理
や
り
そ
の
子
の
手

を
引
い
て
、
連
れ
去
っ
て
行
か
れ
ま
し
た
。
興

味
を
持
っ
て
く
れ
た
そ
の
子
が
、
こ
れ
か
ら
ひ

ろ
し
た
ち
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
く
の
か
と
思

う
と
、
と
て
も
悔
し
く
な
り
ま
し
た
。
嬉
し

か
っ
た
こ
と
は
、
近
所
の
お
母
さ
ん
が
『
ひ
ろ

し
君
も
子
ど
も
会
に
入
っ
て
も
ら
っ
て
い
い
で

す
か
？
娘
か
ら
、
何
で
ひ
ろ
し
君
は
子
ど
も
会

に
入
れ
な
い
の
と
尋
ね
ら
れ
、
ハ
ッ
と
し
ま
し

た
。
』
と
、
私
の
家
に
来
て
い
た
だ
い
た
こ
と

で
す
。
ひ
ろ
し
は
そ
の
娘
さ
ん
と
ず
う
っ
と
同

じ
保
育
園
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。
一
緒
に
育
ち

合
う
子
ど
も
た
ち
が
我
が
子
の
一
番
の
理
解
者

で
す
。
」
と
、
応
え
ら
れ
ま
し
た
。

続
け
て
、
「
う
れ
し
い
こ
と
は
周
り
の
人
か

ら
声
を
か
け
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。
困
る
こ
と

は
、
ひ
ろ
し
に
友
だ
ち
が
い
な
い
こ
と
で
す
。

将
来
に
つ
い
て
望
む
こ
と
は
、
ひ
ろ
し
た
ち
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
が
あ
る
こ
と
で

す
。
」
と
述
べ
ら
れ
た
お
母
さ
ん
の
思
い
が
、

い
つ
ま
で
も
心
に
残
り
ま
し
た
。

「 

地
域
の
中
で

　
　
　
　安
心
し
て
暮
ら
し
た
い
」

短
歌

霜
の
朝
光
を
受
け
て
キ
ラ
キ
ラ
と

　
白
菜
ま
る
ご
と
畑
で
熟
成
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
星
　
文
恵

夢
か
な
い
開
店
し
た
る
理
容
室

　
孫
の
成
長
わ
れ
祈
る
の
み
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
成
章

霜
の
夜
は
布
団
に
く
る
ま
り
感
謝
す
る

　
世
々
守
り
来
し
家
の
あ
る
こ
と
　
　
　
　
　
　
阪
野
　
章
子

大
豆
煎
る
一
人
の
豆
ま
き
思
い
つ
つ

　
訪
い
く
る
子
等
へ
の
黒
豆
も
煮
て
　
　
　
　
　
石
山
　
幸
子

春
彼
岸
ほ
と
け
の
教
へ
し
ん
み
り
と

　
つ
な
が
る
人
ら
の
面
影
う
か
ぶ
　
　
　
　
　
　
池
田
た
か
お

山
積
み
の
瓦
礫
の
際
に
赤
白
の

　
コ
ス
モ
ス
揺
れ
て
あ
れ
か
ら
半
年
　
　
　
　
　
野
中
　
慶
子

か
な
し
き
原
俳
句
会

梅
香
る
妻
と
二
人
の
陶
器
市
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誠
　
一

桜
咲
く
嫁
入
り
舟
の
ゆ
く
水
路
　
　
　
　
　
　
　
　
　
良
　
一

身
の
竦
む
険
し
き
山
の
戻
寒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
謙
　
三

ふ
く
よ
か
な
黒
髪
ば
か
り
飾
り
雛
　
　
　
　
　
　
　
　
貞
　
子

春
炬
燵
余
生
の
身
に
は
は
づ
さ
れ
ず
　
　
　
　
　
　
　
し
ん
子

早
春
や
母
と
な
る
娘
の
薄
化
粧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淑
　
乃

黄
水
仙
咲
き
初
め
て
お
り
か
ろ
き
足
　
　
　
　
　
　
　
き
よ
み

春
雷
の
ひ
と
つ
響
い
て
そ
れ
っ
き
り
　
　
　
　
　
　
　
康
　
子

本
閉
じ
て
木
の
芽
お
越
し
の
雨
を
聴
く
　
　
　
　
　
　
弘
　
子

梅
の
花
う
れ
し
い
便
り
も
連
れ
て
来
る
　
　
　
　
　
　
　
淑

菊
水
俳
句
会

遠
き
日
の
文
化
の
か
ほ
り
雛
飾
り
　
　
　
　
　
　
宮
中
　
康
雄

大
き
な
る
空
見
て
一
日
春
の
縁
　
　
　
　
　
　
　
宮
中
ミ
ス
エ

明
星
の
き
り
り
と
光
る
余
寒
か
な
　
　
　
　
　
　
永
田
　
紘
彦

合
格
に
感
謝
の
こ
と
ば
添
え
る
孫
　
　
　
　
　
　
池
田
　
松
子

針
の
穴
旨
く
通
ら
ず
山
笑
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
中
山
ミ
サ
ト

肥
後
狂
句
会

お
薬
　
ニ
ト
ロ
は
胸
の
ペ
ン
ダ
ン
ト
　
　
　
　
　
石
原
か
わ
せ
み

お
薬
　
こ
っ
で
長
生
き
趣
味
も
出
来
　
　
　
　
　
福
永
す
み
れ

ど
う
し
た
も
ん
か
　
農
地
は
有
る
が
継
ぎ
手
無
し
　
瀬
上
　
歌
子

ど
う
し
た
も
ん
か
　
老
々
介
護
共
倒
れ
　
　
　
　
池
田
　
　
茜

ど
う
し
た
も
ん
か
　
丁
度
昼
ど
き
お
客
さ
ん
　
　
大
山
こ
す
も
す

ど
う
し
た
も
ん
か
　
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
も
先
が
見
え
　
　
高
木
せ
い
や

ど
う
し
た
も
ん
か
　
頭
ン
痛
か
反
抗
期
　
　
　
　
庄
山
　
道
草

ま
あ
き
れ
い
　
し
だ
れ
紅
梅
風
を
舞
う
　
　
　
　
二
瀬
　
桔
梗

ま
あ
き
れ
い
　
汚
れ
足
で
は
上
ら
れ
ん
　
　
　
　
井
上
り
ん
ど
う

ま
あ
き
れ
い
　
あ
な
た
の
笑
顔
日
本
一
　
　
　
　
後
藤
　
撫
子

和
水
町
人
権
教
育
指
導
員

　
　緒
方 

正
雄

中央公民館
図書室だより

図書室
本紹介

人
々
が
ど
の
よ
う
に
文
字
を
記
し
、
保
存
し

て
き
た
の
か
、
古
代
図
書
館
か
ら
電
子
図
書
館

ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
図
書
館
の
役
割
を
紹
介
し
ま

す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
高
度
な
科
学
技
術
が

進
む
現
在
、
本
・
図
書
館
の
あ
り
方
を
、
イ
ラ

ス
ト
を
使
っ
て
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
た
本
で

す
。
巻
末
で
は
、
世
界
中
の
図
書
館
の
こ
と
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
、
オ

ス
ス
メ
の
サ
イ
ト
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

モ
ー
リ
ー
ン
・
サ
ワ 

著
／
㈱
西
村
書
店

『 

本
と
図
書
館
の
歴
史 

』 Message
Card

昭
和
25
年
4
月
30
日
、
図
書
館

法
が
公
布
さ
れ
、
図
書
利
用
の
無
料

原
則
が
打
ち
立
て
ら
れ
ま
し
た
。
日

本
図
書
館
協
会
は
、
今
日
の
図
書
館

発
展
の
基
盤
と
な
っ
た
図
書
館
法
公

布
の
日
を
記
念
し
て
、
4
月
30
日
を

「
図
書
館
記
念
日
」
と
し
ま
し
た
。

三
加
和
公
民
館
・
中
央
公
民
館
内
に

あ
る
図
書
室
を
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
！！

あ
り
か
わ

　
　ひ
ろ悪

影
響
を
与
え
る
メ
デ
ィ
ア
へ
の
取
締
り
が

法
制
化
さ
れ
た
架
空
の
日
本
を
背
景
に
、
本
の

自
由
を
守
る
た
め
設
立
さ
れ
た
図
書
館
の
自
衛

組
織
「
図
書
隊
」
が
舞
台
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
米
隊
員
・
笠
原
郁
と
鬼
教
官
・
堂
上
篤
の
図

書
特
殊
部
隊
で
の
奮
闘
や
恋
愛
模
様
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。
2
0
1
3
年
に
は
映
画
化
さ
れ
、

大
き
な
話
題
を
呼
び
ま
し
た
。

有
川

　浩 

著
／
株
式
会
社 

ア
ス
キ
ー
・
メ
デ
ィ
ア
ワ
ー
ク
ス

『 

図
書
館
戦
争 

』

い
つ
も
静
か
な
図
書
館
に
、
大
き
な
ラ
イ
オ

ン
が
や
っ
て
き
て
、
み
ん
な
大
あ
わ
て
。

で
も
お
行
儀
の
い
い
ラ
イ
オ
ン
は
、
す
ぐ
に

み
ん
な
と
な
か
よ
し
に
。
と
こ
ろ
が
あ
る
日
、
ラ

イ
オ
ン
は
静
か
に
す
る
と
い
う
決
ま
り
の
あ
る

図
書
館
内
で
大
声
を
出
し
て
し
ま
い
ま
す
…
も

ち
ろ
ん
決
ま
り
は
守
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
け

れ
ど
、
時
に
は
特
別
な
こ
と
だ
っ
て
あ
る
ん
だ

よ
、
と
静
か
に
語
り
か
け
て
く
れ
ま
す
。

ミ
シ
ェ
ル
・
ヌ
ー
ド
セ
ン 

著
／
㈱
岩
崎
書
店

『 

と
し
ょ
か
ん
ラ
イ
オ
ン 
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ま
る

　
　
　
　
　
す
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

ひ
と   

ひ

申し込み先：クリーンパークファイブ
住　　　所：玉名郡長洲町大字名石浜42番地１　☎0968・78・4433

４月リサイクル体験受講者募集

日 時間 講座名 講師名 募集人員 募集期間 準備するもの

26日（水） 午前９時30分
～午後３時

着物リフォーム
「ロングベスト」 村上泰代子氏 10人

電話受付 ①いらない着物をほどいたもの（着物が無い方　
は同じ大きさの布）　②布に合わせたミシン糸
③ミシン（お持ちの方のみ）　④ボタン
⑤20㎝ものさし　⑥紙切りハサミ
⑦裁縫道具　⑧筆記用具　⑨弁当
⑩材料費500円

3日（月）午前９時～
13日（木）午後４時　
希望者多数の場合の抽選日
19日（水）午前10時

電話で受付を行い、受講希望者多数の場合は抽選となります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
その場合は、電話でご連絡いたします。(必ず受付時、連絡の取れる電話番号をお願いします)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
電話がない場合は、受講決定ですのでリサイクル体験講座開講日においでください。

受付
方法
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子育てサークル
ピノッキオでは、「親子の交流」「子育て相談」「子育ての情報提供」「子育てサークル支援」
などをとおして仲間つくりや子育てのサポートを行なっています。    

和水町にある銀河ステーションで親子パン作りをします。楽しく作って美味しい
出来たてのパンを食べましょう。

　里帰りなどで、チャイルドシート・ジュニアシート
が必要な人は最長７日間貸し出します。詳しくは、
住民課健康福祉係（34・3111）にお尋ねください。

チャイルドシート
短期間貸し出します

日　時 ４月28日（金）10時～正午

開設日 毎週月曜～金曜　午前９時～正午、午後１時半～４時

開設日 毎週　火・木・金
開設時間 午前10時～正午　午後１時～４時

基本事業①親子の交流　②育児相談　③情報提供　④子育て講座・講習

利用できる人 ０歳から就学前の子どもとその保護者・妊婦・子育て支援に携わる人
おじいちゃん、おばあちゃんとの利用も大歓迎です。
※原則として、和水町に住んでいるか働いている人です。また、出産や休暇を利用して帰省中の人も利用できます。

利用料 無料

今月のイベント

場　所 銀河ステーション
持ち物 エプロン、三角巾、おんぶひも、飲み物、タオル
予　約 ４月10日まで（先着10組程度) 

※サークル代表　中山、池田、または、子育て支援センターピノッキオまで
　お願いします。

ひろば入口
三加和総合支所正面向かって右側
に、オレンジの階段があります。

ひろばの様子
ひろばの利用は事前申し込みは不
要ですが、予約が必要な活動があ
ります。ひろばの日（イベントの
ない日）も気軽に遊びにきてくだ
さい。

恒例になった子ども服譲渡会。皆さん、家か
ら持ち寄って沢山のお洋服が集まりました。

２歳児のつどいでは、お母さんやお友達と
ボールを使った色々な遊びを楽しみました。

子供服譲渡会

ボール遊び

ひなまつり製作
粉絵具を使ったり、卵形の可愛い雛
人形を作ってみんなではいポーズ！

『親子でパン作り』 

11 12 13 1410

18 19 20 2117

24

火 水 木 金月

自由にご利用ください。

自由にご利用ください。

自由にご利用ください。自由にご利用ください。

自由にご利用ください。

自由にご利用ください。

自由にご利用ください。

25 26 27 28

自由にご利用ください。

自由にご利用ください。 自由にご利用ください。

ピノッキオパーク
誕生会

（要予約・14日まで）

ピノッキオパーク
お友達紹介

ふれあい遊び
身体測定

5 6

自由にご利用ください。 自由にご利用ください。

ピノッキオフレンズ
しゃぼん玉遊び

お散歩
（用木公民館）

ベビーマミー
（０歳児親子・妊婦さん対象）
こどもの日お祝いアート

身体測定
ピノッキオパーク

鯉のぼり製作
こどもの日お祝い会

身体測定

入園式のため

自由にご利用ください。

※詳しくは『おたより』または、『ホームページ』をご覧ください。

おひさまタイム
(10時～11時）

自由にご利用ください。

73 4

4月/11日火
「マグカップ＆寝相アート（洗濯物）～赤ちゃんのほっぺ～」午後
※午後は、妊婦＆０歳児親子対象のイベントです。１歳の誕生月までOKです。
・持ってくる物　カメラ、マグカップ、写真に一緒に写す服２～３着

4月/ 6日木 「お見知り会」午前
・まだ利用したことがない人も、この機会にぜひ遊びに来てください。

5月/11日木「母の日製作」午前・午後　要予約５月２日（火）まで
・小物入れや植木鉢として使えるリメイク缶を作ります。

4月/20日木「身体測定」午前・午後　☆昼ご飯OKの日☆（午前から午後まで連続して利用できます。）
・一日利用する人はお弁当をお持ちください。(パン屋さんも来られます。)

4月/25日火「子どもの日のお祝い」午前　要予約18日（火）まで
・絵本の読み聞かせもあります。

4月/18日火「子どもの日製作」午前・午後　要予約11日（火）まで
・手形や写真を飾りつけて、記念に残しましょう。

左のマークの日は、自由に利用できます。
イベントの日の午後からもご利用ください。  

子育てひろば

問い合わせ先　菊水ひまわり園内　子育て支援センター　☎0968・86・5655

問い合わせ先　総合支所内　和水町子育てひろば　☎0968・34・3111（内線787）

ピノッキオ

にこにこクラブ
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問い合わせ先　本庁　健康福祉課　保健予防係　☎0968・86・5724

母子健康手帳交付
受付場所 本庁健康福祉課

①妊婦本人のマイナンバー（個人番号）がわかるカード
②交付届出人（妊婦など）の本人確認ができる顔写真付きの
身分証明書（運転免許証など）　③印鑑
④妊娠届出書等、妊娠の証明ができる書類（医療機関から受
け取られている場合のみで結構です）
⑤上のお子様の母子健康手帳（※第2子以降の方のみ）

・保健・栄養指導を１時間程度実施しますので、時間に余裕
をもってきてください。
・日程の都合がつかない人や総合支所での交付をご希望の人
は、事前にご相談ください。原則、本庁で交付します。

持ってくるもの
受付日時 毎週金曜日　午前９時～11時

そ の 他

和水町立病院休日宿日直医表

休日在宅医

※町立病院の日直医・宿直医は、変更になる場合があります。　
医師にかかる前には、必ず事前に問い合わせをして、担当医師
の確認をしてください。

日　　付 日　　直 宿　　直

４月 1日（土） 皮 膚 科 外 科

４月 2日（日） 皮 膚 科 外 科

４月 8日（土） 皮 膚 科 外 科

４月 9日（日） 皮 膚 科 外 科

４月15日（土） 皮 膚 科 皮 膚 科

４月16日（日） 皮 膚 科 外 科

４月22日（土） 総合診療科 外 科

４月23日（日） 外 科 外 科

４月29日（土） 内 科 内 科

４月30日（日） 外 科 外 科

問い合わせ先　和水町立病院　☎0968・86・3105

７か月児健診13木対
象
者

と
き

と
こ
ろ

H28年8月生 13：30～ 健康管理
センター

３歳児健診

２か月児健康相談4火対
象
者

と
き

と
こ
ろ

H29年1月生 9：30～ 保健
センター

４か月児健診27木

20木

対
象
者

と
き

と
こ
ろ

H28年12月生 13：30～ 健康管理
センター

２歳児歯科検診18火対
象
者

と
き

と
こ
ろ

H27年
1月・2月生 9：30～ 保健

センター

対
象
者

と
き

と
こ
ろ

H25年
9月・10月生 13：30～ 健康管理

センター

２カ月児健康相談9火対
象
者

と
き

と
こ
ろ

H29年2月生 9：30～ 保健
センター

７カ月児健診11木対
象
者

と
き

と
こ
ろ

H28年9月生 13：30～ 健康管理
センター

問い合わせ先　本庁　健康福祉課　保健予防係　☎0968・86・5724

※5月分は早い時期に実施する２つを載せています。

乳幼児健診

5月

4月

と　　き 病　院　名 連　絡　先
4月 2日（日） 山﨑医院（和水町） 0968・34・2653
4月 9日（日） 和水町立病院 0968・86・3105
4月16日（日） 田辺クリニック（南関町） 0968・53・3211
4月23日（日） 田尻医院（南関町） 0968・53・0016
4月29日（土） さかき診療所（南関町） 0968・53・1125
4月30日（日） 森の里クリニック（和水町） 0968・34・2800
5月 3日（水） 和水クリニック（和水町） 0968・86・6001
5月 4日（木） 山﨑医院（和水町） 0968・34・2653
5月 5日（金） 田辺クリニック（南関町） 0968・53・8211
5月 7日（日） 田尻医院（南関町） 0968・53・0016
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H24年生まれ（下津原西）

パパ   卓　佳 さん
ママ   朱　美 さん

健康な成人で１日の必要量は、きの
こ類50g・海藻類50gと言われてい
ます。この料理１品で必要な量の半分
量を摂ることができます。

編集後記

❶えのきたけは３等分に切り、さっとゆでてざるにあげ、
冷めたら水気を絞る。ほうれん草はゆでて、水気を絞って
５㎝長さに切る。

❷わかめは水で戻し、さっとゆでる。

❸ボウルにAを混ぜ合わせ、❶と❷を加えて和える。

❹いりごまを半ずりにし、❸を和える。

【作り方】

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 100ｇ
　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 100ｇ

　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３ｇ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 大さじ１と½
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えのきたけ
ほうれん草
乾燥わかめ
酢
砂糖
薄口しょうゆ

いりごま

【材料（4人分量）】

いつもニコニコのなな
ちゃん。ななちゃんの笑
顔が大好きです。

H26年生まれ（山十町）

パパ   勝　至 さん
ママ   友　希 さん

とても思いやりがあって
優しい千真くん。千真の
笑顔のおかげでいつも幸
せな気分になるよ。これ
からも元気にすくすくと
育ってね♥

H24年生まれ（前原）

パパ   泰　三 さん
ママ   裕　美 さん

キーボードを弾きなが
ら歌うのが大好きな航。
パ パ ・ マ マ 大 好 き 、
ギューッていつもしてく
れてありがとう♥パパも
ママも大好き♥

A

人の動き　平成29年２月末日現在（先月比）
人　口 －24）

－14）

－10）

0）

10,504人（前月比 

（前月比

（前月比 

（前月比

男　性 4,955人
女　性 5,549人
世帯数 3,872世帯

出　生 ４人
死　亡 １４人
転　入 ９人
転　出 ２３人

　戦国肥後国衆まつりでは、青年団で肥後にわかを披露しました。今年は、団員
全員でにわかの最後に「恋ダンス」を踊るということで、演者以外の団員も１カ
月前からダンスの練習をしました。ダンス経験ゼロのスリープは、腰を回しなが
ら指を折る部分の振付にとても苦労しましたが、本番はミスなく踊れてとてもよ
かったです。
　４月となり、進学や就職で新たな環境に身を置く人も多いと思います。スリー
プも入庁３年目。これまで以上に頑張ります。
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スリープ

ポ～ズ！はい 写真大募集
　和水町在住のかわいい子どもさん（小学校入学前）の
写真を募集します。
❶ 子どもの氏名・ふりがな　❷ 行政区
❸ 保護者の氏名　❹ コメント（60字以内）
を添えて本庁まちづくり推進課または総合支所住民課ま
でお持ちください。
※応募多数の場合は順番での掲載となります。ご了承ください。
問い合わせ先 本庁  まちづくり推進課  企画調整係  ☎0968・86・5721

命の神様
「ギンくん」


